






















































































男性 女性 合計 p
学部新卒者等（ｎ＝ 309） 61.8 38.2 100.0 n.s.




24歳以下 25 ～ 34歳 35 ～ 44歳 45 ～ 59歳 合計 p
学部新卒者等（ｎ＝ 310） 81.3 16.8   0.6   1.3 100.0
＊＊＊
現職教員（ｎ＝ 221）   0.5 11.3 66.5 21.7 100.0
＊＊＊p＜ .001　　　






校長・園長、副校長・副園長、主幹教諭   6.4
教諭・指導教諭 91.8








































































Ａ．教科の専門知識 90.2 76.2 14.0 ＊＊＊
Ｂ．授業を展開していく技術 98.7 80.8 17.9 ＊＊＊
Ｃ．生徒を楽しませ、笑顔にさせる方法 85.0 60.6 24.4 ＊＊＊
Ｄ．授業時数・授業形態等を構成する方法 94.4 79.5 14.9 ＊＊＊
Ｅ．ICT活用の方法 73.3 63.1 10.2 ＊
Ｆ． 児童・生徒を評価する方法 88.6 83.3 5.3 †
????????
Ｇ．児童・生徒の個性を理解する方法 94.1 86.0 8.1 ＊＊
Ｈ．学級を統率する方法 95.7 82.2 13.5 ＊＊＊
Ｉ．生徒指導に関する知識 94.1 89.7 4.4 †
Ｊ．学校カウンセリングに関しての方法 83.3 81.9 1.4 n.s.
Ｋ．特別に支援の必要な児童・生徒に関する知識 83.9 82.2 1.7 n.s.






Ｍ．同僚との関係づくりに関する知識 62.2 71.4 -9.2 ＊
Ｎ．教員のメンタルヘルスに関する知識 57.8 65.1 -7.3 n.s.
Ｏ．教員組織を統率する方法 52.9 77.1 -24.2 ＊＊＊
Ｐ．若手教員の育成に関する知識 46.3 76.6 -30.3 ＊＊＊
Ｑ．教育法規に関する知識 65.8 72.4 -6.6 n.s.
Ｒ．教員研修に関する知識 53.3 80.5 -27.2 ＊＊＊
???????
 
Ｓ．保護者・地域との関係づくりの方法 81.4 67.6 13.8 ＊＊＊
Ｔ．行政との関係づくりの方法 53.9 58.9 -5.0 n.s.
Ｕ．学校外の機関との関係づくりの方法 55.6 62.1 -6.5 n.s.
???????
Ｖ．教職に限らない幅広い教養 77.9 83.1 -5.2 n.s.
Ｗ．論理的に考える能力 84.0 94.0 -10.0 †
Ｘ．時間管理能力 63.8 62.1 1.7 n.s.
Ｙ．文章表現の能力 75.9 80.3 -4.4 n.s.
Ｚ．社会が直面する問題の理解 73.3 79.0 -5.7 n.s.
（注１）身につけることを「期待していなかった」「期待した」と、学部新卒者等／現職教員を掛け合わせた場合

















































Ａ．教科の専門知識 62.3 65.0 -2.7 n.s.
Ｂ．授業を展開していく技術 79.5 65.9 13.6 ＊＊
Ｃ．生徒を楽しませ、笑顔にさせる方法 66.1 62.8 3.3 n.s.
Ｄ．授業時数・授業形態等を構成する方法 74.4 76.1 -1.7 n.s.
Ｅ．ICT活用の方法 41.7 48.6 -6.9 n.s.
Ｆ．児童・生徒を評価する方法 48.4 75.0 -26.6 ＊＊＊
????????
Ｇ．児童・生徒の個性を理解する方法 78.6 87.2 -8.6 ＊
Ｈ．学級を統率する方法 51.3 74.4 -23.1 ＊＊＊
Ｉ．生徒指導に関する知識 78.9 83.5 -4.6 n.s.
Ｊ．学校カウンセリングに関しての方法 61.4 76.7 -15.3 ＊＊＊
Ｋ．特別に支援の必要な児童・生徒に関する知識 64.9 76.7 -11.8 ＊＊






Ｍ．同僚との関係づくりに関する知識 60.7 80.4 -19.7 ＊＊＊
Ｎ．教員のメンタルヘルスに関する知識 42.3 56.8 -14.5 ＊＊
Ｏ．教員組織を統率する方法 26.3 74.1 -47.8 ＊＊＊
Ｐ．若手教員の育成に関する知識 17.9 72.3 -54.4 ＊＊＊
Ｑ．教育法規に関する知識 62.0 62.7 -0.7 n.s.
Ｒ．教員研修に関する知識 38.6 74.5 -35.9 ＊＊＊
???????
 
Ｓ．保護者・地域との関係づくりの方法 54.5 68.0 -13.5 ＊＊
Ｔ．行政との関係づくりの方法 22.1 48.9 -26.8 ＊＊＊
Ｕ．学校外の機関との関係づくりの方法 32.6 53.4 -20.8 ＊＊＊
???????
Ｖ．教職に限らない幅広い教養 59.9 72.3 -12.4 ＊＊
Ｗ．論理的に考える能力 75.9 83.2 -7.3 †
Ｘ．時間管理能力 60.9 60.9 0.0 n.s.
Ｙ．文章表現の能力 69.7 73.2 -3.5 n.s.



























































学部新卒者等（ｎ＝304） 5.9 58.2 3.9 31.9 100.0 
＊＊＊
現職教員（ｎ＝214） 19.2 59.8 4.7 16.4 100.0 
Ｂ．授業を展開していく
　　技術
学部新卒者等（ｎ＝303) 0.7 78.5 0.7 20.1 100.0 
＊＊＊
現職教員（ｎ＝213) 12.7 59.2 6.6 21.6 100.0 
Ｃ．生徒を楽しませ、笑
　　顔にさせる方法
学部新卒者等（ｎ＝303) 9.6 60.4 5.6 24.4 100.0 
＊＊＊
現職教員（ｎ＝212) 25.0 48.6 14.2 12.3 100.0 
Ｄ．授業時数・授業形態
　　等を構成する方法
学部新卒者等（ｎ＝302) 2.3 71.2 3.3 23.2 100.0 
＊＊＊
現職教員（ｎ＝213) 9.9 65.3 10.8 14.1 100.0 
Ｅ．ICT活用の方法 学部新卒者等（ｎ＝304） 19.5 34.3 7.3 38.9 100.0 ＊＊
現職教員（ｎ＝214） 28.5 39.7 8.4 23.4 100.0 
Ｆ．児童・生徒を評価す
　　る方法
学部新卒者等（ｎ＝304） 9.9 46.4 1.6 42.1 100.0 
＊＊＊




学部新卒者等（ｎ＝302) 3.3 76.5 2.6 17.5 100.0 
＊＊
現職教員（ｎ＝214) 3.7 77.1 9.8 9.3 100.0 
Ｈ．学級を統率する方法
学部新卒者等（ｎ＝301) 2.3 49.5 2.0 46.2 100.0 
＊＊＊
現職教員（ｎ＝213) 7.5 64.8 9.9 17.8 100.0 
Ｉ．生徒指導に関する知
　　識
学部新卒者等（ｎ＝303) 2.6 76.2 3.3 17.8 100.0 
（注２）
現職教員（ｎ＝212) 1.9 75.5 8.0 14.6 100.0 
Ｊ．学校カウンセリング
　　に関しての方法
学部新卒者等（ｎ＝303) 7.6 53.1 8.9 30.4 100.0 
＊＊
現職教員（ｎ＝215) 7.4 66.0 10.2 16.3 100.0 
Ｋ．特別に支援の必要な児
　　童・生徒に関する知識
学部新卒者等（ｎ＝303) 7.3 56.6 8.6 27.5 100.0 
†
現職教員（ｎ＝213) 7.0 66.2 10.3 16.4 100.0 
Ｌ．進路指導に関する方
　　法
学部新卒者等（ｎ＝302) 24.8 14.2 2.3 58.6 100.0 
＊＊＊








学部新卒者等（ｎ＝301) 20.3 42.9 17.6 19.3 100.0 
＊＊＊
現職教員（ｎ＝212) 8.0 59.9 20.8 11.3 100.0 
Ｎ．教員のメンタルヘル
　　スに関する知識
学部新卒者等（ｎ＝302) 29.5 29.5 12.9 28.1 100.0 
＊＊
現職教員（ｎ＝215) 22.3 44.2 12.6 20.9 100.0 
Ｏ．教員組織を統率する
　　方法
学部新卒者等（ｎ＝303) 38.6 17.2 8.6 35.6 100.0 
＊＊＊
現職教員（ｎ＝214) 10.3 61.7 12.6 15.4 100.0 
Ｐ．若手教員の育成に関
　　する知識
学部新卒者等（ｎ＝304) 50.3 14.1 3.6 31.9 100.0 
＊＊＊
現職教員（ｎ＝214) 9.3 58.9 14.0 17.8 100.0 
Ｑ．教育法規に関する知
　　識
学部新卒者等（ｎ＝304) 16.8 44.4 17.4 21.4 100.0 
†
現職教員（ｎ＝214) 18.2 52.3 9.3 20.1 100.0 
Ｒ．教員研修に関する知
　　識
学部新卒者等（ｎ＝304) 33.7 25.1 13.2 28.1 100.0 
＊＊＊
現職教員（ｎ＝215) 10.2 65.1 9.3 15.3 100.0 
???????Ｓ．保護者・地域との関
　　係づくりの方法
学部新卒者等（ｎ＝303) 9.6 45.5 9.2 35.6 100.0 
＊＊＊
現職教員（ｎ＝212) 17.0 52.8 15.1 15.1 100.0 
Ｔ．教育委員会などの行政
　　との関係づくりの方法
学部新卒者等（ｎ＝303) 41.3 16.8 5.0 37.0 100.0 
＊＊＊
現職教員（ｎ＝213) 31.5 39.0 9.4 20.2 100.0 
Ｕ．学校外の機関との関
　　係づくりの方法
学部新卒者等（ｎ＝302) 33.1 21.2 11.3 34.4 100.0 
＊＊＊




学部新卒者等（ｎ＝304) 10.9 48.7 11.2 29.3 100.0 
＊＊
現職教員（ｎ＝213) 9.9 64.3 7.0 18.8 100.0 
Ｗ．論理的に考える能力
学部新卒者等（ｎ＝304） 4.3 64.5 11.5 19.7 100.0 
＊
現職教員（ｎ＝214） 3.3 76.2 6.5 14.0 100.0 
Ｘ．時間管理能力
学部新卒者等（ｎ＝304） 16.4 41.1 19.7 22.7 100.0 n.s.
現職教員（ｎ＝214） 20.6 43.5 17.3 18.7 100.0 
Ｙ．文章表現の能力
学部新卒者等（ｎ＝304) 8.9 54.9 15.1 21.1 100.0 n.s.
現職教員（ｎ＝213) 10.3 62.9 9.4 17.4 100.0 
Ｚ．社会が直面する問題
　　の理解
学部新卒者等（ｎ＝301) 9.3 59.8 9.0 21.9 100.0 
＊＊
現職教員（ｎ＝217) 17.1 48.8 16.6 17.5 100.0 


















































































（注１）平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
ａ．期待せず獲得もせず 4.08 3.95 3.73 4.12 n.s.
ｂ．期待したし獲得もした 11.69 5.74 14.38 6.65 ＊＊
ｃ．期待しないが獲得した 2.10 2.64 2.66 3.41 ＊＊＊
ｄ．期待したが獲得せず 7.45 5.37 4.35 4.53 ＊＊
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